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『歎異抄』第 12 条 

～学解往生の異義（愚者の救い）～ 

 
【本文】 

 経釈をよみ学せざるともがら、往生不定のよしのこと。この条、すこぶる不足5 

言の義といひつべし。 

 他力真実のむねをあかせるもろもろの正教は、本願を信じ念仏を申さば仏に成

る、そのほかなにの学問かは往生の要なるべきや。まことに、このことわりに迷

へらんひとは、いかにもいかにも学問して、本願のむねをしるべきなり。経釈を

よみ学すといへども、聖教の本意をこころえざる条、もつとも不便のことなり。 10 

 一文不通にして、経釈の往く路もしらざらんひとの、となへやすからんための

名号におはしますゆゑに、易行といふ。学問をむねとするは聖道門なり、難行と

なづく。あやまつて学問して名聞・利養のおもひに住するひと、順次の往生、い

かがあらんずらんといふ証文も候ふべきや。 

 当時、専修念仏のひとと聖道門のひと、法論をくはだてて、「わが宗こそすぐれ15 

たれ、ひとの宗はおとりなり」といふほどに、法敵も出できたり、謗法もおこる。

これしかしながら、みづからわが法を破謗するにあらずや。たとひ諸門こぞりて、

「念仏はかひなきひとのためなり、その宗あさし、いやし」といふとも、さらに

あらそはずして、「われらがごとく下根の凡夫、一文不通のものの、信ずればたす

かるよし、うけたまはりて信じ候へば、さらに上根のひとのためにはいやしくと20 

も、われらがためには最上の法にてまします。たとひ自余の教法すぐれたりとも、

みづからがためには器量およばざればつとめがたし。われもひとも、生死をはな

れんことこそ、諸仏の御本意にておはしませば、御さまたげあるべからず」とて、

にくい気せずは、たれのひとかありて、あだをなすべきや。かつは諍論のところ

にはもろもろの煩悩おこる、智者遠離すべきよしの証文候ふにこそ。 25 

 故聖人（親鸞）の仰せには、「この法をば信ずる衆生もあり、そしる衆生もある

べしと、仏説きおかせたまひたることなれば、われはすでに信じたてまつる。ま

たひとありてそしるにて、仏説まことなりけりとしられ候ふ。しかれば往生はい

よいよ一定とおもひたまふなり。あやまつてそしるひとの候はざらんにこそ、い

かに信ずるひとはあれども、そしるひとのなきやらんともおぼえ候ひぬべけれ。30 

かく申せばとて、かならずひとにそしられんとにはあらず、仏の、かねて信謗と

もにあるべきむねをしろしめして、ひとの疑をあらせじと、説きおかせたまふこ

とを申すなり」とこそ候ひしか。今の世には、学文してひとのそしりをやめ、ひ

とへに論義問答むねとせんとかまへられ候ふにや。学問せば、いよいよ如来の御

本意をしり、悲願の広大のむねをも存知して、いやしからん身にて往生はいかが35 

なんどあやぶまんひとにも、本願には善悪・浄穢なき趣をも説ききかせられ候は

ばこそ、学生のかひにても候はめ。たまたまなにごころもなく、本願に相応して

念仏するひとをも、学文してこそなんどいひおどさるること、法の魔障なり、仏
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の怨敵なり。みづから他力の信心かくるのみならず、あやまつて他を迷はさんと

す。つつしんでおそるべし、先師（親鸞）の御こころにそむくことを。かねてあ

はれむべし、弥陀の本願にあらざることを。 

 

【現代語訳】 5 

 経典や祖師がたの書かれたものを読んだり学んだりすることのない人々は、浄土

に往生できるかどうかわからないということについて。このことは、論じるまでも

ない誤った考えといわなければなりません。 

 本願他力の真実の教えを説き明かされている聖教にはすべて、本願を信じて念仏

すれば必ず仏になるということが示されています。浄土に往生するために、この他10 

にどのような学問が必要だというのでしょうか。本当に、このことがわからないで

迷っている人は、どのようにしてでも学問をして、本願のおこころを知るべきです。

経典や祖師がたの書かれたものを読んで学ぶにしても、その聖教の本意がわからな

いのでは、何とも気の毒なことです。 

 文字の一つも知らず、経典などの筋道もわからない人々が、容易に称えることが15 

できるように成就された名号ですから、念仏を易行というのです。学問を主とする

のは聖道門であり、難行といいます。学問をしても、それによって名誉や利益を得

ようという誤った思いをいだく人は、この世の命を終えて浄土に往生することがで

きるかどうか疑わしいということの証拠となる文もあるはずです。 

 このごろは、念仏の道を歩む人々と聖道門の人々とが、お互いの教義についてこ20 

とさらに議論し、「わたしの信じる教えこそがすぐれていて、他の人が信じている

教えは劣っている」などというために、仏の教えに敵対する人も出てくるし、それ

を謗るというようなこともおこるのです。このようなことはそのまま、自分の信じ

る仏の教えを謗り、滅ぼすことになってしまうのではないでしょうか。たとえ他の

さまざまな宗派の人々が口をそろえて、「念仏は力のない人のためのものであり、25 

その教えは浅くてつまらない」といっても、少しもいい争うことなく、「わたしど

ものように自らさとる力もなく愚かであり、文字の一つも知らないものでも、本願

を信じるだけで救われるということを、お聞かせいただいて信じておりますので、

能力のすぐれている人々にはまったくつまらないものであっても、わたしどもにと

ってはこの上ない教えなのです。たとえ他の教えがすぐれていても、わたしにとっ30 

ては力が及ばないので修行することができません。だれもがみな迷いの世界を離れ

ることこそ、仏がたのおこころでありますから、わたしが念仏するのをさまたげな

いでください」といって、気にさわる態度をとらなければ、いったいだれが念仏の

さまたげなどするでしょう。さらにまた、いい争いをすれば、そこにはさまざまな

煩悩がおこるものであり、智慧のある人はそのような場から遠く離れるべきである35 

ということの証拠となる文もあるのです。 

 今は亡き親鸞聖人は、「この念仏の教えを信じる人もいれば、謗る人もいるだろ

うと、すでに釈尊がお説きになっています。わたしは現に信じておりますし、一方、
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他の人が謗ることもありますので、釈尊のお言葉はまことであったと知られます。

だからこそ、往生はますます間違いないと思うのです。もしも念仏の教えを謗る人

がいなかったら、信じる人はいるのに、どうして謗る人はいないのだろうかと思っ

てしまうに違いありません。しかし、このように申したからといって、必ず人に謗

られようというのではありません。釈尊は、信じる人と謗る人とがどちらもいるは5 

ずだとあらかじめ知っておいでになり、信じる人が疑いを持たないようにとお考え

になって、すでにそれをお説きになっているということを申しているのです」と仰

せになりました。このごろは、学問をして他の人が謗るのをやめさせ、議論し問答

することこそ大切だと心がけておられるのでしょうか。学問をするのであれば、ま

すます深く如来のおこころを知り、本願の広大な慈悲のおこころを知って、自分の10 

ようなつまらないものは往生できないのではないかと心配している人にも、本願に

おいては、善人か悪人か、心が清らかであるかないかといいたわけへだてがないと

いうことを説き聞かせてこそ、学問をするものとしての値うちもあるでしょう。そ

れなのに、たまたま何のはからいもなく本願のおこころにかなって念仏するひとに、

経典などを学んでこそ往生することができるなどといっておどすのは、教えをさま15 

たげる悪魔や、仏に敵対するもののすることです。自分自身に他力の信心が欠けて

いるだけでなく、誤って他の人をも迷わそうとしているのです。つつしんで恐れる

べきです。親鸞聖人のおこころに背くことを。あわせて悲しむべきです。阿弥陀仏

の本願のおこころにかなっていないことを。 

 20 

【解説】（梯 實圓『大きな字の歎異抄』189頁） 

この条は、聖教を詳細に学ばなければ往生はできないと主張する学解往生の異義を

批判されたものです。真宗の聖教とは、どんな愚かなものも「本願を信じ念仏申さ

ば仏に成る」と教えられており、学問を旨とせよと教えるものではないからです。

学問をし、智慧を極めて生死を超えようとするのは聖道門のめざすところであって、25 

浄土の教えは、むしろ愚痴にかえって念仏し、本願にまかせて往生を一定と仰信す

るところに、易行道としての面目があると示されるのです。 

 

■学解往生の異義 

経釈をよみ学せざるともがら、往生不定のよしのこと。この条、すこぶる不足言の30 

義といひつべし。他力真実のむねをあかせるもろもろの正教は、本願を信じ念仏を

申さば仏に成る、そのほかなにの学問かは往生の要なるべきや。 

経典や祖師がたの書かれたものを読んだり学んだりすることのない人々は、浄土

に往生できるかどうかわからないということについて。このことは、論じるまで

もない誤った考えといわなければなりません。本願他力の真実の教えを説き明か35 

されている聖教にはすべて、本願を信じて念仏すれば必ず仏になるということが

示されています。浄土に往生するために、この他にどのような学問が必要だとい

うのでしょうか。 
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「学問」を人間のいとなみ、はからいと置き換えることもできる。「学問」に限

らず、人間の行為・いとなみに功績を認めないというところに、他力の教えが知

らされる。 

 5 

『歎異抄』第２条 

親鸞におきては、ただ念仏して弥陀にたすけられまゐらすべしと、よきひと（法然）

の仰せをかぶりて信ずるほかに別の子細なきなり。 

 

『歎異抄』第３条 10 

煩悩具足のわれらは、いづれの行にても生死をはなるることあるべからざるを、あ

はれみたまひて願をおこしたまふ本意、悪人成仏のためなれば、他力をたのみたて

まつる悪人、もつとも往生の正因なり。 

 

■愚者の救い 15 

一文不通にして、経釈の往く路もしらざらんひとの、となへやすからんための名号

におはしますゆゑに、易行といふ。学問をむねとするは聖道門なり、難行となづく。

あやまつて学問して名聞・利養のおもひに住するひと、順次の往生、いかがあらん

ずらんといふ証文も候ふべきや。･･････ 

文字の一つも知らず、経典などの筋道もわからない人々が、容易に称えることが20 

できるように成就された名号ですから、念仏を易行というのです。学問を主とす

るのは聖道門であり、難行といいます。学問をしても、それによって名誉や利益

を得ようという誤った思いをいだく人は、この世の命を終えて浄土に往生するこ

とができるかどうか疑わしいということの証拠となる文もあるはずです。･･････ 

 25 

『親鸞聖人御消息』第16通（註釈版770） 

故法然聖人は、「浄土宗の人は愚者になりて往生す」と候ひしことを、たしかにう

けたまはり候ひしうへに、ものもおぼえぬあさましきひとびとのまゐりたるを御

覧じては、「往生必定すべし」とて、笑ませたまひしをみまゐらせ候ひき。文沙汰

して、さかさかしきひとのまゐりたるをば、「往生はいかがあらんずらん」と、た30 

しかにうけたまはりき。いまにいたるまでおもひあはせられ候ふなり。 

 

今は亡き法然上人が、｢浄土の教えを仰ぐ人は、わが身の愚かさに気づいて往生

するのである｣と仰せになっていたのを確かにお聞きしましたし、何もわからな

い無知な人々が来るのをご覧になっては、｢間違いなく往生するであろう｣とほ35 

ほえまれていたのを拝見しました。また、学者ぶった議論をして、いかにも賢

そうに振舞っている人が来たときは、｢あの人の往生はどうであろうか｣と仰せ

になっていたのも確かにお聞きしました。今でもそのことが思いおこされます。 
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法然聖人『一枚起請文』（註釈版1429） 

もろこし（中国）・わが朝に、もろもろの智者達の沙汰しまうさるる観念の念に

もあらず。また、学文をして念の心を悟りて申す念仏にもあらず。ただ往生極楽の

ためには南無阿弥陀仏と申して、疑なく往生するぞと思ひとりて申すほかには別の

子細候はず。ただし三心・四修と申すことの候ふは、みな決定して南無阿弥陀仏に5 

て往生するぞと思ふうちに篭り候ふなり。このほかにおくふかきことを存ぜば、二

尊のあはれみにはづれ、本願にもれ候ふべし。念仏を信ぜん人は、たとひ一代の法

をよくよく学すとも、一文不知の愚鈍の身になして、尼入道の無智のともがらにお

なじくして、智者のふるまひをせずして、ただ一向に念仏すべし。 

 10 

■他宗派との論争の誡め 

たとひ諸門こぞりて、「念仏はかひなきひとのためなり、その宗あさし、いやし」

といふとも、さらにあらそはずして、「われらがごとく下根の凡夫、一文不通のも

のの、信ずればたすかるよし、うけたまはりて信じ候へば、さらに上根のひとの

ためにはいやしくとも、われらがためには最上の法にてまします。たとひ自余の15 

教法すぐれたりとも、みづからがためには器量およばざればつとめがたし。われ

もひとも、生死をはなれんことこそ、諸仏の御本意にておはしませば、御さまた

げあるべからず」とて、にくい気せずは、たれのひとかありて、あだをなすべき

や。かつは諍論のところにはもろもろの煩悩おこる、智者遠離すべきよしの証文

候ふにこそ。 20 

たとえ他のさまざまな宗派の人々が口をそろえて、「念仏は力のない人のため

のものであり、その教えは浅くてつまらない」といっても、少しもいい争うこ

となく、「わたしどものように自らさとる力もなく愚かであり、文字の一つも

知らないものでも、本願を信じるだけで救われるということを、お聞かせいた

だいて信じておりますので、能力のすぐれている人々にはまったくつまらない25 

ものであっても、わたしどもにとってはこの上ない教えなのです。たとえ他の

教えがすぐれていても、わたしにとっては力が及ばないので修行することがで

きません。だれもがみな迷いの世界を離れることこそ、仏がたのおこころであ

りますから、わたしが念仏するのをさまたげないでください」といって、気に

さわる態度をとらなければ、いったいだれが念仏のさまたげなどするでしょう。30 

さらにまた、いい争いをすれば、そこにはさまざまな煩悩がおこるものであり、

智慧のある人はそのような場から遠く離れるべきであるということの証拠とな

る文もあるのです。 

 

○「七箇条制誡」の内容 35 

元久元年（1204）比叡山延暦寺の専修念仏停止の訴えに対して、法然聖人と門弟が

言行を正すことを誓って連署し、比叡山に送った七箇条からなる書状。親鸞聖人も

「僧綽空」の名で署名されている。 

http://labo.wikidharma.org/index.php/%E5%B0%82%E4%BF%AE%E5%BF%B5%E4%BB%8F
http://labo.wikidharma.org/index.php/%E6%B3%95%E7%84%B6
http://labo.wikidharma.org/index.php/%E8%A6%AA%E9%B8%9E
http://labo.wikidharma.org/index.php/%E7%B6%BD%E7%A9%BA
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 ・元久元年（1204）に書かれた、法然聖人と門弟達（190名）の連署状 

 ・当時の仏教界からの非難に応えていかれた法然聖人の申し開き。 

 ・元久元年（1204）10月、比叡山の大衆が一斉に蜂起。 

 ・天台座主であった真性大僧正に、専修念仏停止を訴え出る。 

 ・京都嵯峨の二尊院に原本が保存。親鸞聖人（「僧綽空」）は87番目に署名。 5 

 

 

 

 

 10 

 

 

 

 

 15 

 

【七箇条制誡（重文）】 

鎌倉時代，京都二尊院 

 

８７番目： 20 

僧綽空＝親鸞聖人 

による署名 

 

 

（第1条） 25 

真言・天台などの諸宗の経

説を論破したり、阿弥陀仏

以外の仏・菩薩を謗っては

ならない。 

（第2条）智慧の深遠な人や、専修念仏以外の行をする人と議論してはならない。 30 

（第3条）学問や修行を異にしている人に対して、無理に専修念仏に入るように勧め 

てはならない。 

（第4条）念仏門は、戒行を修さなくともよいからといって、飲酒や肉食をすすめ、 

戒行を保つ者を雑行人と見くだしてはならない。 

（第5条）経典や師匠の説によらないで、勝手に私見を述べ、みだりに議論をしない 35 

こと。 

（第6条）愚かな者がまことしやかに邪道を説き、世間の人々を惑わしてはいけない 

（第7条）邪法を述べ、それが正法であり、師の説であるといってはならない。 
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■仏法を謗るひと 

故聖人（親鸞）の仰せには、「この法をば信ずる衆生もあり、そしる衆生もあるべ

しと、仏説きおかせたまひたることなれば、われはすでに信じたてまつる。･･････ 

今は亡き親鸞聖人は、「この念仏の教えを信じる人もいれば、謗る人もいるだろ

うと、すでに釈尊がお説きになっています。わたしは現に信じておりますし･･････ 5 

 

『教行証文類』後序（註釈版473） 

これによりて、真宗の詮を鈔し、浄土の要を摭ふ。ただ仏恩の深きことを念うて、

人倫の嘲りを恥ぢず。もしこの書を見聞せんもの、信順を因とし、疑謗を縁として、

信楽を願力に彰し、妙果を安養に顕さんと。 10 

そこで、いまここに浄土真実の教えをあらわす文を抜き出し、往生浄土のかなめ

となる文を集めたのである。ただ仏の恩の深いことを思うのみであり、世の人の

あざけりも恥とはしない。この書を読むものは、信順すればそれが因となり、疑

い謗ってもそれが縁となり、本願のはたらきによって真実の信を得、浄土におい

てすぐれたさとりを得るであろう。 15 

 

⇒ 阿弥陀如来は逃げる私が救いの対象 

 

十方微塵世界の 念仏の衆生をみそなはし 

摂取して捨てざれば 阿弥陀となづけたてまつる（『浄土和讃』註釈版 571） 20 

 

※「摂取」に左訓 

「摂」…「摂めとる。ひとたび取りて永く捨てぬなり」 

「取」…「ものの逃ぐるを追はへとるなり」 

 25 

『高僧和讚』(註釈版593) 

西路を指授せしかども 自障障他せしほどに 

曠劫以来もいたづらに むなしくこそはすぎにけれ 

西方浄土への道を指し示されたが、自己に障りをなし、他人にも障りをなしたの

で、 はるかに遠い昔より意味もなく、空しい時が過ぎてしまった。 30 

⇒ 親鸞聖人にとって自障障他は過去の自分のすがた(仏と成る身に定まった喜び) 

 

■仏法を学ぶということ 

今の世には、学文してひとのそしりをやめ、ひとへに論義問答むねとせんとかまへ

られ候ふにや。学問せば、いよいよ如来の御本意をしり･･････ 35 

このごろは、学問をして他の人が謗るのをやめさせ、議論し問答することこそ大

切だと心がけておられるのでしょうか。学問をするのであれば、ますます深く如

来のおこころを知り、本願の広大な慈悲のおこころを知って･･････ 



令和 8 年 5 月 21 日 第 61 回 信行寺仏教講座 

 

84 

 

⇒ 第１２条は学問すること自体の否定ではない。学問の間違ったあり方を正される。 

⇒ 聖教を学んでいくことは、阿弥陀如来の本願のおこころを知らされていくこと。 

 

○「学仏大悲心」 

善導大師『観経四帖疏』「玄義分」（七祖篇298） 5 

仏の大悲心を学して、長時に退することなきものに帰命したてまつる。 

 

・「慈」 ･･･ マイトリー ＝  純粋なる友愛・万人の仕合わせを心から願う心 

                 無瞋の心（瞋らない心） 

・「悲」 ･･･ カルナー  ＝  万人の痛みを共感する心 10 

                 不害の心（傷つけない心） 

 

⇒「慈悲」･･･ 万人の仕合わせを願う気持ちと、痛みを共感する心 

 

本願寺派勧学・行信教校名誉校長 15 

梯 實圓和上（1927－2014）  

 

行信教校の百余年の歴史を貫いて流れる建学の精神は、

「仏の大悲心を学ぶ」という一語に尽きます。それは善導大

師が仏道を歩む人をたたえて「仏の大悲心を学びて長時に退20 

くことなきひと」といわれた言葉に依っていました。仏道を

学ぶということは「大慈悲心」である仏陀の御心を学ぶこと

だったからです。 

 慈悲の「慈」とは、すべての者に愛欲と憎悪を超えたまこ

との平安を与えようと願う心であり、「悲」とは、すべてのものの痛みを共に痛む、25 

痛みの共感を意味していました。阿弥陀仏とは、このような大慈大悲の心をもっ

てすべてのものを包み、愛欲と憎しみを超えた怨親平等の浄土へと導きたまう如

来でした。 

 ひるがえって私どもを取り巻く現実は、おおよそ如来のお心とは真反対の在り

方をしています。自己中心の想念をもって、自分達に都合がいいか、邪魔になる30 

かでことの是非、善悪を判定し、利益になるものは際限もなく取り込み、邪魔者

は正義の名において抹殺しようとして、互いに憎み合い、恨みあって、果てしな

い抗争に明け暮れています。 

 こうした中で、仏の大悲心に呼び覚まされて、怨親平等の浄土こそ真実の世界

であると信知し、自分だけの幸せを求めている自分の愚かさに気づかせていただ35 

き、少しでも仏意にかなった生き方を学ぼうと努めているのが行信教校なのです。 

（行信教校ＨＰより転載） 


